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Social-sharing of emotions (SSE) refers to a form of self-disclosure that focuses on emotional 
experiences, which is generally regarded as being a simple process of emotional release. However, 
both empirical and theoretical research undermines that view. Growing research points to its 
functions not only at the intrapersonal level but also at interpersonal and social levels that foster 
social integration. Despite its simple structure and its role in social integration, SSE has rarely been 
used as an intervention. Accordingly, the present review presents an overview of prior research that 
has investigated the effects of SSE. Finally, we discuss some future prospects for research on SSE.
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感情の社会的共有とは

たとえば，家の近くで大きな火事が起きたとする。
多くの近隣住民は不安そうに外に出て現場を見に行
き，火事現場付近を通っていた人々は立ち止まり燃
える炎を唖然としながら見上げる。そして，彼らは
スマホを取り出して現場を撮影し，SNSで他の人と
この出来事を共有し始める。中には，電話で家族に
この恐ろしい風景を説明し始める者もいるだろう。
このように，感情を喚起させた出来事と，その感情
を他者に伝えることを，感情の社会的共有（social 
sharing of emotion: SSE）という（Rimé et al., 1992）。
Rimé（2009）は，SSEを個人が感情を喚起させた出
来事と自分の感情について， 1 人以上の他者とコ
ミュニケーションをとることと定義している。
この SSEについて，初期の研究では，自伝的デー

タを用いてその実態が調査されてきた。たとえば，
複数の国で行われた調査では，参加者に最近生じた

感情経験を思い出して説明してもらった後に，その
経験を誰かに話したかどうかを尋ねている

（Mesquita, 1993; Yogo & Onoue, 1998）。そして，こ
れらの研究をレビューしたRimé（2009）は，12歳か
ら72歳までの参加者が経験した感情経験のうち，
88%から95%が社会的に共有されていることを明ら
かにした。また，SSEは教育レベルにも依存しない
現象であるとも指摘されている（Rimé et al., 2011）。
このように，SSEは年齢，教育レベルにかかわらず
普遍的に生じる現象である。そして，この SSEは対
面だけなくオンライン上でも行われることが示され
ており（Hyvärinen & Beck, 2019），COVID-19によ
り他者と対面で話す機会が少なくなった現在におい
ても，日常的に生じている現象であることがわかる。
また，SSEは単なる会話のように見えるが，話し
手の情動制御としての機能があることが示されてき
た（Bucich & MacCann, 2019; Rimé et al., 2019）。
そのため，カウンセリング場面でもクライエントに
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SSEをしてもらうことが多い。実際に，自身の悩み
とその心理的苦痛をカウンセラーに開示すること
で，ストレスを低減させることや（丸山・今川，
2001），抑うつ感が軽減することも明らかになってい
る（Pennebaker & Beall, 1986）。また，ネガティブ
感情の社会的共有がカタルシスを生じさせ，その感
情的な苦痛を解消する役割があることが指摘されて
いる（Littrell, 2008）。
そして近年，SSEには，このような個人内機能だ

けでなく，対人間機能や集団的機能があり，社会統
合（social integration: Hirsch et al., 2009）につなが
ることが明らかになってきた（Rimé, 2018; Rimé et 
al., 2019）。すなわち，SSEには他者との社会的相互
作用を促進し，自身の集団ネットワークへの関与を
深める機能がある，ということである。このように
SSEは普遍性が高く，単純な構造であり，社会的な
機能をもっているにもかかわらず，この機能を理解
した上で教育現場や職場などの実際場面で活用され
ていない。そのため本論文では，理論的，実証的に
示されたSSEの機能を概観し，今後のSSEに関する
研究や介入についての展望について論じることを目
的とする。
はじめに，SSEの個人内機能として，情動制御に
ついて説明する。その後，SSEの対人間機能として，
話し手，聞き手，そして会話に出てくるターゲット
人物との関係や対人行動に及ぼす影響を概説する。
そして集団レベルの機能について説明し，最後にこ
れらをまとめ，SSEに関する研究の今後の展望につ
いて述べる。

SSE の個人内機能

試験に合格したとき，片思いだった人と結ばれた
とき，誰かに誉められたときなど，喜ばしい出来事
が生じた際に，思わず友人や家族にその出来事と気
持ちを報告して一緒に喜んでもらうことがある。逆
に，試験に落ちてしまったとき，恋人に振られたと
き，先生や先輩から怒られたときなど，精神的苦痛
が生じる出来事が生じた際も，誰かに話を聞いても
らい落ち込んだ気持ちを慰めてもらうことがあるだ
ろう。このように，他者に感情を共有することは，
話し手にどのような影響を与えるのだろうか。前述
の通り，カウンセリング場面でクライエントに自身
の悩みや精神的苦痛に加え，それを生じさせた出来
事を話してもらうことがあるだけでなく，トラウマ
となった体験やそのときの感情を話し，傾聴しても
らうことでそのストレスの緩和を目指す，心理的デ
ブリーフィング（psychological debriefing）という

PTSDの治療法があることから（Devilly et al., 2006），
SSEが話し手にとって何らかの良い効果をもたらす
と予想できる。しかし，Choi & Toma（2014）は，
対面だけでなく， 電話， テキストメッセージ，
Facebookなどの媒体を用いたとしても，ポジティブ
感情を共有すると話し手のポジティブ感情が増加
し，ネガティブ感情を共有すると話し手のネガティ
ブ感情が増加することを明らかにし，感情価によっ
てその効果は異なることを示した。そのため，以下
では，ポジティブ感情とネガティブ感情を共有する
効果についてそれぞれ概観する。

ポジティブ感情の共有が及ぼす効果
ポジティブ感情を共有することで，ポジティブ感
情がより高まる現象をキャピタライゼーション

（capitalization）という（Gable et al., 2004; Hicks & 
Diamond, 2008; Rimé, 2009）。Peters et al.（2018）
は，キャピタライゼーションが主観的ウェルビーイ
ング，人生満足度，自尊感情と正の相関関係がある
ことを示しており，また Gable & Reis（2010）は，
夫婦関係の親密度，満足感や長寿と正の関連がある
ことを明らかにした。
このようなキャピタライゼーションの効果が生じ
る理由として，ポジティブ感情を伴う出来事につい
て話し合うことで，話し手がその記憶にアクセスし
やすくなることが挙げられている（Feldman et al., 
2008）。実際に Hovasapian & Levine（2018）はポジ
ティブな感情の社会的共有が，その出来事について
考えるために多くの時間を費やすことにつながるこ
とを明らかにしている。ポジティブ感情が生じたエ
ピソードについて話し合うことで，長時間考えるこ
とにつながり，そのアクセスを容易にしているのだ
ろう。また，このキャピタライゼーションが生起す
る他のプロセスも多くの実証的研究で示されてお
り，たとえば，個人的な考えや感情の表現が，その
出来事に対する注意や重要性を高めることで生じる
ことや（Langston, 1994），他者からのポジティブな
フィードバックによって，出来事の意味を考えるよ
うになり生じること（Reis et al., 2010），そして，聞
き手との社会的相互作用によって，聞き手との心理
的距離が近くなることで生じること（Rimé et al., 
1998）が明らかになっている。
しかし，キャピタライゼーションの効果はその文
脈によって異なる。たとえば，Hovasapian & Levine

（2018）は，話し手が，「聞き手は自分の共有したポ
ジティブ出来事に対して，大事なことで驚くべきこ
とであると思っている」と認識しているとき，キャ
ピタライゼーションの効果がより持続したことを示
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した。また，Demir（2015）は自身が共有したポジ
ティブな出来事を，聞き手が熱心に話を聞いてくれ
ていると知覚することが，聞き手との友情の質を媒
介して幸福感につながることを明らかにした。 これ
らのことから，ポジティブ感情を共有する際には，
聞き手が興味を持って聞いてくれているという知覚
が大事であることがわかる。加えて Smith & Reis

（2012）は，話し手の自尊感情が低いと，聞き手が熱
意を持って聞いていないと認識することを明らかに
したことから，聞き手の反応だけでなく話し手の感
情状態もキャピタライゼーションの効果を調整する
可能性がある。
以上より，ポジティブ感情の社会的共有は，文脈
によってその効果の大きさは変わるものの，キャピ
タライゼーションを生じさせてポジティブ感情をよ
り高めることがわかる。

ネガティブ感情の共有が及ぼす効果
一方，ネガティブ感情の共有が話し手のネガティ
ブ感情の増加につながることについては，共同反芻

（co-rumination）という概念から説明することができ
る。これは直面している問題について二者間で話し
合うことで，その問題について再構成や推測するだ
けでなく，互いに励まし合い，ネガティブ感情につ
いて話し合う過程を指す（Rose, 2002）。共同反芻は，
ソーシャルサポートの知覚を高め，友人間の関係を
より親密にすることが明らかになっているものの

（Rose, 2002; Rose et al., 2014），抑うつ症状と関連
があることも実証的に示されている（Ames-Sikora et 
al., 2017）。しかし，Brans et al.（2014）が一日再現
法を用いて，怒り感情と悲しみ感情の社会的共有の
効果を検討したところ，悲しみ感情を共有してもそ
の感情に変化がなかったものの，「自分はもう何もで
きない」と感じた程度を示す尺度得点が低下したこ
とを明らかにし，悲しみにより生じた閉塞感が軽減
したと考察した。一方，怒り感情は共有すると，そ
の感情が弱まるだけでなく，その出来事に対処でき
ると感じる程度や将来への期待を高めることが明ら
かになった。また，SSEの文脈ではないが，怒りに
関して遠藤（2009）は，その出来事と怒り感情を書
くことで，一時的に怒りと敵意を増幅したものの，
長期的には怒り感情を軽減させたことを示してい
る。そして吉田（2012）は，怒り感情を共有したと
きの，相手の受容的態度と話し手の自己成長感に関
連があることを示している。これらのことから，ネ
ガティブ感情の SSEは，その感情を一時的に強める
働きがあるが，感情の種類によってはストレスに対
処できる可能性があり，長期的に見れば精神的苦痛

からの回復につながる可能性があることがわかる。
ところで，Rimé（2009）によると，SSEに対する
聞き手の反応は，社会感情的モード（socio-affective 
mode）と認知的モード（cognitive mode）の 2種類
あるとされている。前者は，聞き手がネガティブ感
情により苦しんでいる話し手を慰め正当化すること
で，話し手の不安を和らげる反応であり，後者は，
実際に聞き手が中立的な立場に立って反応し，話し
手に対し感情エピソードの意味を再構築，再評価す
るのを助ける役割がある（Rimé, 2009）。また，Brans 
et al.（2014）は，社会感情的モードの反応は，話し
手の精神的苦痛を一時的に軽減させることができる
ものの，根本的な解決や，長期的に見た精神的苦痛
からの回復にはつながらない一方で，認知的モード
の反応は社会感情的モードのようにSSEの直後に精
神的苦痛を和らげる効果はないが，長期的な回復が
見込まれることを指摘している。このように，社会
感情的モードよりも認知的モードの方が話し手の精
神的苦痛から解放する役割があるにもかかわらず，
Pauw et al.（2018）は，聞き手は社会感情的モード
を好ましい反応として認識していることを明らかに
した。すなわち，ネガティブ感情の社会的共有が及
ぼす影響は聞き手の反応に依存するが，聞き手はそ
の反応の効果について誤った認識をもっているので
ある。
以上より，SSEは情動制御としての機能をもって
いるが，ネガティブ感情の共有に関しては，感情の
種類と聞き手の態度に依存する可能性があることが
示された。しかし，SSEの情動制御に関する実証的
研究は，ほとんどが 1日から 3日間しか測定してお
らず，最も長いもので 7日間 （Brans et al., 2014）で
ある。感情の強さによっては，回復に 1週間以上か
かるものもあるため，長期間の調査も行い，感情の
強さがSSEの効果を調整するのかについても検討す
る必要があると考える。

SSE の対人間機能

人はどのような人物に対して感情を社会的に共有
するのだろうか。Rimé（2009）は，18歳までは親に
感情を共有する傾向があるが，それ以降は，友人，
恋人や配偶者などのパートナーに共有する傾向が高
くなることを明らかにしており，親密な他者が SSE
の聞き手となる可能性が高い。川瀬（1999）も日本
人を対象にした質問紙調査で，親密な他者に共有す
る傾向があることを示している。実際に話し手は，
親密な聞き手に対して社会的絆の強化とソーシャル
サポートを求めて感情を共有し（Delelis & 
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Christoph, 2016），聞き手は，親密な話し手とつな
がっていたいという欲求によって，話を聞く傾向が
あることが明らかになっている（Hackenbracht & 
Gasper, 2013）。
このように，話し手と聞き手の親密さゆえに SSE
が生じることが示されているが，SSEによって両者
における対人間のダイナミクスが生じ，より親密度
が増すことが理論的に示されている（Rimé，2009）。
この対人間のダイナミクスは，まず話し手が聞き手
に感情を社会的に共有することから始まる。そして，
聞き手は共有内容に注意や関心を示し，話し手は感
情をより強く表現する。それにより聞き手は話し手
と同様の感情を喚起し（communion），共感する。話
し手も聞き手から言語的，非言語的なコミュニケー
ションにより共感を示されたことによって，聞き手
により強く好意を抱く。ネガティブ感情のときは，
聞き手が話し手に共感するだけでなく，道具的，情
緒的サポートを提供する可能性があり，より両者の
関係を近づける可能性がある（Rimé et al., 2019）。
このようなSSEによる対人間のダイナミクスにより，
話し手と聞き手はより親密になり，ますます SSEを
する傾向を高めることが指摘されている（Rimé, 
2009; Rimé et al., 2019）。
この理論には，実証的な証拠もある。たとえば

Anderson et al.（2003）は出来事に対して似たよう
な感情的反応を示す人同士は，より長い間親密な関
係を築いていることを明らかにした。また，Luminet 
et al.（2000）は，強い感情経験を共有している人同
士は，触れたり抱きしめたりするなど，社会的絆を
強めるような振る舞いをする傾向があることを明ら
かにしている。
また，先ほど SSEに対する聞き手の 2種類の反応
について説明したが，この反応の違いによって，話
し手と聞き手の関係性に差が生まれる可能性があ
る。Nils & Rimé（2012）は，参加者に実験協力者

（サクラ）と一緒に恐怖を喚起させる動画を見てもら
い，その後その動画について話し合う機会を設けた。
その結果として，実験協力者が社会感情的モードで
反応した場合，認知的モードで反応した場合よりも，
参加者は実験協力者との感情が類似していると知覚
する程度が高くなることを明らかにし，社会感情的
モードでの反応が，社会統合をより促進する可能性
があることを指摘している。また，Twitterの言語分
析では，認知的モードのツイートよりも社会感情的
モードのツイートの方が，フォロワーの獲得と関連
していた（Rodriguez Hidalgo et al., 2015）。以上よ
り，聞き手が認知的モードよりも社会感情的モード
であるときに，両者の親密度が高まる可能性がある。

ターゲット人物がいる場合の対人間機能
SSEが話し手と聞き手の 2人の関係に及ぼす影響
について説明してきたが，話し手が第三者に対する
感情を共有したとき，話し手と聞き手とその第三者
の関係はどのようになるだろうか。ここでの第三者
は，話し手の感情のターゲット（矛先）となる人物
であるため，以下では「ターゲット人物」とする。
たとえば，話し手のきょうだいが有名な大学に受
かったとする。そのときの誇らしい気持ちを聞き手
に対して話したとき，話し手のきょうだいがター
ゲット人物となる。このように，話し手がターゲッ
ト人物に関することを聞き手に話すことをソーシャ
ルトーク（social talk）という（Peters & Kashima, 
2007）。会話の約70%がこのソーシャルトークである
ことから（Dunbar et al., 1997），この現象は日常的
に生じるものであることがわかる。ソーシャルトー
クはたわいのない「おしゃべり」のように思われる
が，ソーシャルトークにおける SSEは，話し手と聞
き手の関係に影響を及ぼし，ターゲット人物に対す
る行動を調整することが指摘されている（Peters & 
Kashima, 2007）。そのため以下ではこれらについて
概説する。
まず，ソーシャルトークによる SSEが話し手と聞
き手の関係に及ぼす影響についてだが，先ほど述べ
た通り，話し手と聞き手が親密になることがあるも
のの，ターゲット人物に対する印象と，共有される
感情によって，その結果が異なる場合がある。Wyer 
et al.（1994）は，ターゲット人物に対するネガティ
ブ感情を共有する人物よりも，ポジティブ感情を共
有する人物の方に対して，ポジティブな印象が形成
されることを明らかにした。またPeters & Kashima

（2007）は，参加者に，知人である話し手から別の知
人であるターゲット人物に生じた出来事とそれに対
する話し手の感情を聞いた，という内容の架空シナ
リオを読んでもらい，話し手の評価とターゲット人
物に対して親近感がどの程度生じたかを評価しても
らった。その結果，ターゲット人物が聞き手と親し
い友人である場合は，話し手から称賛と哀れみを共
有されたときに，話し手に最も強い親近感を覚える
ことを報告し，ターゲット人物が聞き手と敵対して
いる場合は，話し手から妬みや嫌悪感を共有された
ときに，話し手に最も強い親近感を覚えることを報
告した。このように，ターゲット人物に対する感情
と感情価の等しい感情が共有されたときに話し手と
聞き手がより親密な関係になることがわかる。
そして，ソーシャルトークの SSEにより話し手と

聞き手の関係が築かれた後，ターゲット人物に対す
る行動が調節される。この行動がどのように調節さ
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れるかも，共有される感情に依存する。たとえば，
称賛は，非常に才能があり有能な人への肯定的な感
情であるが，ターゲット人物に対して称賛を向けた
話し手と聞き手は，ターゲット人物の恩恵を受ける
ために積極的に関わろうとすることが示されている

（Nemeroff & Rozin, 1994）。また，Peters & Kashima
（2007）は，参加者にターゲット人物に対する SSE
を聞いてもらった後，信頼ゲーム（Scharlemann et 
al., 2001）を実施した。その結果，ネガティブ感情
である怒りや恐れと比較して，ポジティブ感情とし
て称賛を向けられたターゲット人物に対して最も信
頼し，協力行動をする傾向が最も高くなることを明
らかにした。そして，怒りや苛立ちに関してHeerdink 
et al.（2015）は，相手や相手の行為そのものに対す
る敵意を反映している反応であるため，話し手と聞
き手は怒りや苛立ちの対象であるターゲット人物に
対する社会的距離が遠くなることを指摘している。
このように，共有される感情価が，SSEがターゲッ
ト人物に対する印象や行動に及ぼす影響を調整する
ことが示された。
しかし，この影響を調整するのは感情価だけでは
ない。バランス理論を考えると，先述した聞き手と
話し手の関係性も，ターゲット人物に対する印象や
行動に影響を及ぼす可能性が考えられる。バランス
理論とは，人（P）の対象（X）に対する態度は，他
者（O）との関係によって左右されることを示すも
ので，PがOに対してポジティブな感情を持ってい
る場合，Pの Xに対する態度は，Oの Xに対する態
度と類似するが，PがOに対してネガティブな感情
を持っている場合，Pの Xに対する態度とOの Xに
対する態度は反対になる（Heider, 1958）。ここで，
Pを聞き手，Xをターゲット人物，Oを話し手と当
てはめて考えてみると，聞き手が話し手に対してポ
ジティブな印象を抱いており親密な関係である場
合，聞き手は，話し手の感情に共感し，称賛された
ターゲット人物と積極的に関わり，怒りを向けられ
たターゲット人物とは距離を置くだろう。しかし，
聞き手が話し手に対してネガティブな印象を抱いて
おり敵対関係である場合，聞き手は，話し手の感情
に共感せず，上述したような結果にならないかもし
れない。今後は，三者の関係を考慮した検討が必要
であると考える。
ところで，人は他者との社会的な相互作用の中で，
他者の心の内を完全に理解するのは難しいため，他
者の行動や関係を予測するのは困難であるとされて
いる（van Kleef & Fischer, 2016）。そのため，個人
は他者の感情表現を読み取り，曖昧な状況を理解す
ることができると述べられており（Manstead & 

Fischer, 2001），このプロセスは，感情の社会的機能
モデル（emotions as social information mode1: EASI
モデル）によって説明することができる（van Kleef, 
2009）。このEASIモデルにおいて，van Kleef（2009）
は戦略的推測（strategic inferences）と感情的反応

（affective reactions）という二つのルートがあると指
摘している。前者は，相手の感情に基づいて相手の
態度や関係の方向性，行動意図に関する情報を推測
し，自身の行動を調整するというルートであり，後
者は，より感情的なルートであり，相手の感情から
相手の印象が形成され，それに基づいて自身の行動
を調整するというものである。結果として，交渉

（Sinaceur & Tiedens, 2006），態度変容（Calanchini 
et al., 2016），リーダーシップ（Sy et al., 2005）につ
ながることが示されている。
この EASIによって，ソーシャルトークにおける

SSEが，聞き手の話し手に対する行動を調節すると
いうプロセスを説明することができる。たとえば，
話し手がターゲット人物に対して怒り感情を抱いた
のを聞き手が耳にしたとき，聞き手を怒らせたター
ゲット人物の行動がどのようなものであったかを推
論し，同じ轍を踏まないために，ターゲット人物の
取った行動とは異なる行動を取る可能性があること
が指摘されている（Heerdink et al., 2019）。これは
嫌悪感や恐怖といったターゲット人物に対するネガ
ティブな感情においても同様の結果が得られるだろ
う。一方で，称賛，ターゲット人物の成功による喜
びなどポジティブ感情の場合は，逆にターゲット人
物の取った行動に近い行動を取る可能性が高くなる
と考えられる。

集団レベルにおける SSE の機能

感情は親密な他者に対して共有されることが多い
ことを示したが，ターゲット人物のいるソーシャル
トークであった場合，見知らぬ人に対しても伝えら
れ（Peters et al., 2009），その情報はより広い範囲で
流布することがある。また，Curci & Bellelli（2004）
は，感情的なエピソードを打ち明けられた聞き手の
4分の 3が，第三者にそのエピソードを伝達したこ
とを示した。これを二次共有（secondary sharing）
というが，しかしそれだけではなく，二次共有にお
ける聞き手の 3分の 1が複数人に共有し，もう 3分
の 1は他の 1人に共有することを明らかにし，三次
共有（tertiary sharing）も生じることを示した。こ
のように，SSEによって感情を伴う情報は，より広
い範囲にまで伝播することがある。
そのため以下では，集団における SSEの機能につ
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いての研究を概観する。先ほど，ターゲット人物に
対する感情を共有されることで，聞き手は話し手に
対する行動を調整する可能性があることを示した
が，聞き手，話し手，そしてターゲット人物（ある
いは複数のターゲット人物）を一つの集団として考
えると，SSEによって聞き手が集団規範に沿った行
動を取りやすくなると考えることができる。実際に，
Heerdink et al.（2019）は，集団規範を逸脱した人

（ターゲット人物）に対して怒る人や嫌悪感を表出す
る人を観察した参加者が，集団規範を推測すること
ができることを示した。また，他者の不幸に対する
ポジティブな感情をシャーデンフロイデというが

（Smith et al., 1996），Dasborough & Harvey（2017）
は，話し手が内集団成員にシャーデンフロイデを共
有することで，集団規範が強まる可能性があること
を指摘している。

Garsia and Rimé（2019）は，2015年11月に発生し
たパリ同時多発テロ後， 6 万人が Twitterでツイー
トした文章を分析したところ，Twitterでの SSEが
多いほど，テロから数ヶ月後には連帯感に関する言
葉や向社会的行動，ポジティブ感情に関する表現が
増えたことが示された。このことから，感情をコミュ
ニティなど大きな集団に対して共有することは，そ
の集団における所属意識を高め，ネガティブ感情に
よる苦痛を軽減させる効果があるのかもしれない。
一方で，Matsumura et al.（2016）は，Twitterにお
ける東日本大震災に対する感情語を調査したが，震
災に関するネガティブな感情語は震災直後に急激に
増加し，時間の経過とともに減少したものの，ポジ
ティブな感情語の量は 1年を通じてあまり変化が見
られなかった。これは，震災や戦争など集団での経
験に対する SSEにおいて，聞き手もその出来事を経
験している場合，その感情を再活性化する可能性が
あり（Rimé, 2009），それが原因で Garsia & Rimé

（2019）と同様の推移が見られなかった可能性があ
る。また，災害など集団で経験した出来事に対する
感情を共有する傾向は，文化によって異なるかもし
れない。
そして，Yzerbyt et al.（2016）は，集団内で，集
団と関係ない議論を行った統制群よりも，内集団が
外集団と比較して不公平であったことを示す出来事
を共有した実験群の方が，外集団に対して不当であ
ると評価をし，内集団のアイデンティティを強く感
じたことを示した。このように SSEの効果は，集団
内レベルだけでなく，集団間レベルにも拡張するこ
とできる可能性があり（Rimé et al., 2019），これに
ついてもさらなる検討が必要である。

まとめと今後の展望

本論文では，SSEの機能についての先行研究を概
観した。その結果，SSEは日常生活の中にありふれ
ている普遍的な現象であり，個人の情動制御として
の機能を持っていることが示された。しかし，ポジ
ティブ感情を共有した場合は，その感情をより強め
るという効果がある一方，ネガティブ感情の場合は，
文脈によって，話し手のネガティブ感情を助長し抑
うつにつながる可能性があるため，留意する必要が
ある。また，社会的な機能として，聞き手との関わ
りやターゲット人物に対する行動を調整する役割を
持っていること，そして集団への所属意識を強め，
集団内の成員との結束を強める可能性があることが
わかり，個人を集団社会のネットワークに深く関与
させる社会統合としての機能も持っていることが示
された。
このように，誰もが簡単にできる行為で社会統合
につながる SSEは，さまざまな問題解決に貢献でき
る可能性がある。たとえばその一つとして，孤独や
社会的孤立を取りあげる。社会的孤立は社会的相互
作用や人間関係が欠如している客観的な状態で，孤
独はそれを主観的に知覚する程度を指し（Newall & 
Menec, 2017），両者とも心身への悪影響と関連して
いることが示されている（Hawkley & Cacioppo, 
2010）。また，これらは特に高齢者にとって重要な公
衆衛生問題として認識されているが（Malcolm et al., 
2019），若者の最大80％が孤独を経験したことがある
と報告しており（Hawkley & Cacioppo, 2010），早急
に対処すべき問題であることは明らかである。その
ため，さまざまな介入法が編み出され，利用されて
きた。Osborn et al.（2021）は，16の介入方法を抽
出しメタ分析を行ってその有効性を評価したとこ
ろ，効果があることが示された介入は，特定のニー
ズや状況に固有の要因を対象とし，公共の制度のも
とで実施されていることや，介入が一定期間に集中
して行われていることを明らかにした。しかし，孤
独と社会的孤立は広く普及し慢性的であることを考
えると，これらの介入がそれを必要としている人に
必ずしも適用されるとは限らない。そこで，学校や
職場などの既存のコミュニティでSSEを活発にさせ
るような介入を行うことで，友人や教師，同僚との
関係をより親密にするだけでなく，集団への所属意
識を強めることができ，孤独感の軽減につながると
考える。また，SSEを 1人あるいは小集団に対して
気軽に相互に行うことができ，聞き手も適切な反応
ができるようなオンライン環境が開発されれば，情
動制御だけでなく，遠隔地にいる他者とのつながり
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が生まれ社会統合も進むだろう。以上のことから，
SSEは既存のコミュニティーや環境に取り入れるこ
とで，孤独や社会的孤立の解消に貢献できると考え
られる。
ただし，オンラインでの SSEに関しては，さらな
る基礎的な実証研究が必要である。オンライン上で
感情のネガティブ感情やポジティブ感情が共有され
ていることは示されており（Hyvärinen & Beck, 
2019），オンラインにおける SSEが対面と同様の機
能を持っている可能性も指摘されている（Rimé, 
2009; Stieglitz & Dang-Xuan, 2013; Vermeulen et al., 
2018）。しかしながら，対面と比較して，オンライン
では匿名性が高く，広くて弱い社会的絆が形成され
やすいことや，情報が多く非言語的な手がかりが少
ないことから，その機能に何らかの差がある可能性
も あ る（ L i e b e r m a n  &  S c h r o e d e r,  2 0 2 0 ; 
Subramanian, 2017）。そのため，今後は，オンライ
ンと対面の文脈での，SSEの違いを検討する必要が
ある。そして，オンライン上において，SSEのポジ
ティブな効果を最大限に発揮できる調整要因を特定
することができれば，SSEの可能性がより広がるだ
ろう。
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